
岩手県やまだ議会だよりＮｏ.１０５ 平成１６年７月１５日発行 （４）

生駒利治議員

水産行政

漁
協
合
併
に
万
全
の
支
援
を

可
能
な
限
り
の
支
援
を
考
え
る

道
路
行
政

長林大浦線完成の見通しは
平成２０年度に完成

質
問

水
産
行
政
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
問
う
。

①
山
田
地
区
漁
協
合
併
の
支
援

体
制
に
万
全
を
期
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

②
ア
ワ
ビ
放
流
事
業
に
助
成
す

る
考
え
は
な
い
か
。

③
カ
キ
養
殖
漁
業
の
通
年
出
荷

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

「
イ
ワ
ガ
キ
養
殖
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
」
に
後
押
し
す

る
考
え
は
な
い
か
。

④
小
谷
鳥
漁
港
の
整
備
を
急
が

れ
な
い
か
。

沼
崎
町
長

①
六
月
十
五
日
設
立
の
漁
協
合

併
推
進
協
議
会
の
事
務
局
を

役
場
に
置
く
な
ど
可
能
な
限

り
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

②
経
費
の
助
成
は
難
し
い
が
放

流
方
法
の
指
導
、
資
源
調
査
、

放
流
効
果
調
査
な
ど
今
以
上

の
支
援
を
考
え
た
い
。

③
町
と
し
て
は
、
県
費
補
助
を

導
入
し
、
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
、
養
殖
技
術

の
普
及
や
衛
生
管
理
の
指
導

を
徹
底
し
た
い
。

④
当
漁
港
は
、
東
防
波
堤
の
延

伸
と
防
波
堤
上
部
の
沖
側
部

分
の
嵩
上
げ
工
事
が
最
優
先

と
考
え
て
い
る
が
、
厳
し
い

財
政
事
情
で
は
、
早
期
の
整

備
は
難
し
い
。
次
期
発
展
計

画
で
可
能
か
検
討
す
る
。

質
問

長
林
大
浦
線
の
局
部

改
良
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
点

を
問
う
。

①
工
事
完
成
年
度
と
年
度
別
の

工
区
は
。

②
工
区
以
外
の
側
溝
改
修
予
定

は
あ
る
か
。

③
海
岸
保
全
区
域
の
改
修
計
画

を
考
え
な
い
か
。

沼
崎
町
長

①
地
下
ケ
ー
ブ
ル
の
移
設
な
ど

事
業
費
の
増
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
完
成
年
度
は
三

年
間
延
長
し
て
、
平
成
二
十

年
度
と
な
る
。
今
年
度
は
大

浦
崎
付
近
の
大
浦
側
、
次
年

度
に
は
大
浦
崎
付
近
の
山
田

側
と
糸
巻
沢
付
近
、
平
成
十

八
年
度
か
ら
は
、
宮
水
実
習

場
付
近
を
三
年
間
で
工
事

し
、
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

②
局
部
改
良
工
事
の
完
成
後
に

改
め
て
検
討
し
た
い
。

③
大
浦
地
区
入
口
の
道
路
拡
張

に
つ
い
て
は
、
宮
古
地
方
振

興
局
と
用
地
並
び
に
利
用
計

画
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め

て
い
く
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
撤

去
に
つ
い
て
は
、
早
い
段
階

で
の
実
施
を
考
え
た
い
。 平成20年度の完成に向け工事が進

められています（町道長林大浦線）

議員８人が一般質問

６月15日に行われた「山田地区漁業協同組合合併推進協議会」の様子
山田地区内の漁協組織の経営基盤強化を図るため、合併推進に向けた
取り組みが始まりました


